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【研究の背景・目的・内容】 

①内因性神経調節物質キヌレン酸を変動させる因子と栄養成分の解明 

神経調節因子として知られるキヌレン酸（KYNA，トリプトファン代謝産物）に着目し，脳内KYNA産生を変動

させる因子とKYNA産生を制御する栄養成分を解明することを目的として研究を行っている．動物実験によ

り，分岐鎖アミノ酸をはじめとするアミノ酸が脳内KYNA産生を抑制し，脳環境を適正な状態に維持する可能性

が明らかになった． 

 

②中学生における食行動心理と食生活ならびに栄養素摂取状況との関係 

中学生を対象に修正日本語版食行動心理尺度質問票，簡易型自記式食事歴法質

問票（BDHQ）を用いて調査を行っている．食欲以外に食行動に影響を及ぼす心

理特性として，体形を気にして摂食を抑える「抑制的摂食」，ストレスなどに生起す

る「情動的摂食」，味や匂いなどの外的刺激に誘発される「外発的摂食」の3つがあ

る．これらの心理特性が実際の食生活ならびに栄養素摂取にどのように影響して

いるか解析を行っている． 

 

【応用例、研究の展望】 

①脳環境を適正に維持する食品の開発や食事パターンを解明し，提唱することが

可能になると考えられる． 

 

②食行動の心理的特性と食生活や栄養素摂取との関係を明らかにすることで，心理特性を考慮した栄養教育手

法の開発や，栄養施策の提案などの新たな公衆栄養学的アプローチを行うことが期待できる． 

 

【研究方法の特色】 

食事調査，心理学的検査を用いた栄養疫学研究を行っている．  
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